
市長より説明

質問者
（居住地区）

意見の要旨 市長の回答 関係部署

泉

・健康寿命日本一に向けて、予防医療が大切。保健師の採
用を増やして健康づくりを推進して欲しい。
・老健さどの今後の活用をどうするのか。
・自主防災組織について脱会を希望する人もいるが、災害時
にどのように対応したらよいか。

・市長就任時に公約として保健師を増加させている。通年で
の随時募集に切り替えて人材の確保に努めている。
・すこやか両津の代替施設として活用する方針で、市議会に
提案している。
・地域で考えていただけることが必要で、個別のケースにつ
いて市役所で相談に乗っていきたい。支所やサービスセン
ターにご連絡いただきたい。

市民生活部
社会福祉部
総務部

大和

・中学校部活動の地域移行について、移行先の地域クラブが
立ち上がっていないところもある。現場に出向いて現状を把
握する機会を設け、意見聴取、連携強化、資金面での支援強
化も検討いただきたい。部活動を年度を決めて完全になくす
ことも想定しているか。
・スポーツ等の全国大会出場者への激励金あるが、交通費も
かかるので、国際大会等の場合には拡充をお願いしたい。

・部活動がなくなることはは考えていない。一方で子どもにア
ンケートとると部活動をやらないと回答する子もいると聞く。教
育委員会に伝達して支援していけるようにしたい。
・他市の事例も参考にして、複数回行く場合や海外に行く場
合等、教育委員会に伝達して考えていきたい。 教育委員会

中興

・岩手県の山火事が大規模化しているが、野焼きや家庭ごみ
の焼却、電気器具からの火災も心配。注意喚起をお願いした
い。
・農業者がGAP認証を取得する場合の応援をお願いしたい。

・野焼きは消防も取り締まりを強化している。注意喚起をして
いきたい。
・ＧＡＰは新規取得の支援をしていたが、支援を継続していく
ことは難しい。今後、要望もお聞きしながら農協と連携して検
討していきたい。

消防本部
農林水産部

吉井

・今後の佐渡クリーンセンターの維持管理、活用はどうするの
か。
・市内に防犯カメラの設置の必要がないか。
・下水道管の老朽化対策は大丈夫か。
・自衛隊の基地があることで佐渡市にお金が入っているか。

・クリーンセンターは長寿命化を図っていく。ごみの焼却で負
担かかるのは生ごみと衣服。生ごみのコンポスト処理などの
ほか、省エネ家電の補助金のメニューに生ごみを乾燥して圧
縮する機械も対象にすることで検討している。施設更新には
莫大な予算が必要なため、国にも財源制度の要望をしていき
たい。
・防犯カメラは何のためにどこに設置するのか理由の整理が
必要で、公共施設等の場合、警察とも連携していかなければ
ならないと考える。
・島内の管路は調査しており、問題ないことを確認済み。水道
については更新が完了する一方で、老朽化対応がエンドレス
で出てくる状況。国から予算を確保しながら対応していく必要
がある。
・自衛隊の基地については、国から毎年2000万円くらいの予
算配分がある。

市民生活部
総務部
上下水道課

尾花

・自治会の会員数が減少、会費を払わない人も増加。住民票
の登録や住所変更で地元自治会への入会を市役所から斡
旋してもらえないか。
・災害時に備えて自治会でも飲料水や食料を備蓄している
が、自治会外の人が避難してきたときにどのように対応した
らよいか。

・自治会への参加は個人の選択であり市役所が斡旋すること
は難しいが、紹介はできると考える。
・市が開設する二次避難所へ早めに移ってもらう必要があ
る。職員がすぐに対応することは困難なので、避難の際には
毛布や水1本程度は自助としてで持ってきてほしい。災害時
には各支所、サービスセンターに張り付ける人員をあらかじ
め決めておいて対応したい。

総務部

安養寺

・水道料金の値上げについて
・原発事故の対応、避難計画について

・もともと佐渡市は水道料金の水準が高いが、料金収入が経
費の6割程度しか賄えていない。合併から20年上げておら
ず、今後料金収益が5割程度になる恐れもある。できたら値
上げをしたくないと考えるが、これから議論していく。段階的
に上げるなど、他市のように1度での値上げは考えていない。
市民に影響のないようにしたいが、ほとんどの市町村で上げ
ている状況もあり、検討していきたい。
・原発から30キロ圏内でなければ具体的な避難計画は出てこ
ない。30キロ圏内以外は屋内退避が基本となる。様々なケー
スが考えられるため、いろいろなご意見があると承知してい
る。

上下水道課
総務部

２．質疑や意見

市民と市長の意見交換会<金井地区>　質疑要旨

日時：令和7年3月2日（日）13：30～15：00　　会場：佐渡市役所本庁舎2階大会議室

参加人数：28名

１．市政について
○持続可能な島づくりのイメージについて
○令和7年度予算編成方針について
　・人口減少対策について
　・人口減少社会への対応について
○令和7年度予算の主な事業について



質問者
（居住地区）

意見の要旨 市長の回答 関係部署

平清水

・病院への財政支援について ・佐渡医療圏は一つであり、一定のものは島内で対応、難し
いケースは島外となる。市立病院は特別会計で運用してお
り、財政支援については基準内の部分をルール分として国か
ら交付税をもらえる範囲を基本に対応している。国にはルー
ル分を増やしてほしいと要望している。佐渡総合病院は基幹
病院であるために自治体としても支援していく。ふるさと納税
の確保や行財政改革、ＡＩで無駄を省きながら官から民へを
基本に今後3年間で行政効率を上げていきたい。

市民生活部

安養寺

・道路除雪の精度の地域間差について
・畜産振興について

・個人や業者の経験の差もあると思われる。国道、県道、市
道の順で対応するため、どうしても遅くなり、苦情も頂いてい
る。例年になく短時間での降雪もあった。除雪に対応する人
材確保の課題もあり、研修もやりながら対応していきたい。
・民間企業と連携して佐渡牛ブランドを立ち上げたいという構
想もあるが、飼料の高騰や和牛市場の厳しさもある。販路の
確保や繁殖技術が必要で、農協と話をしてみたい。佐渡バ
ターが人気であるが、一定の量が生産できず、乳牛の課題も
あると承知している。

建設部
農林水産部


